











































































tenno quniuo tatoru nari（天の国を譬ふるなり） （「バレト写本」41r-13）




場合は Quan（官）の q注記との区別がつかなくなるので，やはりここは qで
はなく cでなければならない。

















































7例ある（p. 149―5，p. 154―4，p. 300―16，p. 306―6，p. 369―18，p. 387―10，p. 
392―22）。このように，c注記と t注記で揺れのある語とその用例数を【表 2】
に示す。

































c紀の路へ〔Qi-/nogiye〕（p. 305―23～ p. 306―1）
のように分かち書きがされていない場合とがある。分かち書きがされている例





































381 8 c 大和 右
381 20 c 奥州 右
382 19 c 和泉の国 右
388 3 c 伊豆 右
393 1 c 尾張の国 右
404 17 c 伊賀の国 右
406 10 c 紀の国 右
407 19 c 隠岐の国 右
408 1 c 隠岐の国 右
（11）
162
273 8 c 近江の国 右 ― ―
278 14 c 淡路 右 右 ―
299 7 c 三河の国 十 十 右 十 右 十 右
300 8 c 甲斐 右 右 なし
301 12 c 伊豆の国 右 右 右
304 24 c 信濃 右 ― 右
305 23 c 紀の路 右 ― 右
309 16 c 清浄心院 右 右 なし
310 10 c 漢 右 右 右
320 20 c 伊豆の国 右 右 右
320 21 c 近江 右 右 右
325 5 c 鬼界 ?? ??右 ??右 ??右
325 5 c 高麗 右 右 右
325 6 c 天竺 右 右 右
325 6 c 震旦 右 右 右
328 7 c 阿波 右 右 なし
330 12 c 阿波の国 右 右 右
333 1 c 奥州（おく） なし 右 なし
333 7 c 武蔵 右 右 右
333 8 c 相模 右 右 右
336 8 c 鎌倉 中 右 なし
339 9 c 伊予の国 右 右 右
341 13 c 讃岐 右 右 なし
341 21 c 周防 右 右 右
341 23 c 長門 右 右 右
346 24 c 土佐 右 右〈土州〉 右〈土州〉
360 16 c 奥州（おく） ??なし （朱引なし） ??【巻欠】
360 21 c 駿河の国 右
363 1 c 尾張の国 右
363 17 c 近江の国 右
364 1 c 近江 右
370 1 c 能登の国 ?? 右 ??（朱引なし）
379 7 c 伊豆 右
380 21 c 津の国 右
（10）
163






218 10 c 播磨の国 右 右
218 11 c 和泉 右 右
218 11 c 河内 右 右
229 21 IV c 河内 九 九 右 九 ― 九 ―
233 16 c 近江の国 右 右 右
236 16 c 武藏の国 右 右 右
243 1 c 信濃 右 右 右
244 12 c 甲斐 右 右 右
245 18 c 武藏の国 右 右 なし
249 1 c 河内 右 右 右
249 19 c 信濃の国 右 右 右
251 21 c 讃岐 右 右 右
251 22 c 津の国 右 右 右
252 5 c 備中の国 右 右 ―
252 6 c 播磨 右 右 ―
252 21 c 阿波 右 右 右
252 21 c 讃岐 右 右 右
253 20 c 伊予 右 右 右
253 21 c 伊予の国 右 右 なし
254 18 c 播磨 右 右 右
254 18 c 丹波 右 右 右
258 18 c 津の国 右 ― ―
260 17 c 丹波 右 右 右
260 17 c 播磨 右 右 右





267 19 c 武藏の国 右 右 右
270 24 c 伊予の国 右 右 右





273 7 c 播磨 右 右 右
（9）
164
157 12 c 美濃 右 右 右
157 16 c 信濃 右 右 右
157 18 c 河内の国 右 右 右
157 19 c 伊予 右 右 右
158 3 c 越後の国 右 右 右
158 6 c 信濃の国 右 右 右
159 4 c 越後の国 右 右 右
161 3 c 越後 七 七 右 七 右 七 右
161 14 c 遠江 右 なし 右
161 24 c 信濃 右 右 右
163 9 c 加賀の国 右 右 （朱引なし）
164 4 c 越後 右 右
168 7 c 加賀の国 右 右
169 1 c 加賀の国 右 右
170 8 c 信濃の国 右 右
172 15 c 駿河 右 右
172 21 c 越前 右 右
172 22 c 武蔵 右 右
174 17 c 越前 右 右
178 20 c 丹波 右 右 右
178 22 c 津の国 右 右 右
199 16 c 筑前の国 八 八【巻欠】 八 右 八 右
202 7 c 豊後 ― ―
203 9 c 筑後の国 右 右
205 22 c 信濃国 右 右
209 7 c 備中 右 右
211 16 c 播磨 右 右
211 17 c 備前の国 右 右
216 13 c 備中の国 右 右
217 4 c 丹波路 右 右
217 4 c 播磨 右 なし
217 5 c 津の国 右 右
（8）
165
114 3 c 伯耆 なし 右 右 右
114 8 c 能登の国 なし 右 右 右
129 11 c 下野の国 なし 右 右 右
129 19 c 河内路 なし 右 ― ―
129 19 c 天竺 なし 右 右 右
129 20 c 震旦 なし 右 右 右
129 22 c 下野 なし〈上野〉 右 右〈下総〉 右
131 10 c 伊賀 なし 右 右 右
143 11 c 伊豆の国 なし 右 右 右
143 12 c 丹波 なし 右 右 右
143 13 c 若狭 なし 右 右 右
144 4 c 伊豆の国 五（朱引なし）五 右 五 右 五 右
144 10 c 伊豆の国 右 右 なし
146 7 c 伊豆 右 右 なし
148 18 c 駿河の国 右 右 右
149 22 c 伊豆 右 右 右
150 1 c 駿河 右 右 右
150 5 c 駿河の国 右 右 右
150 6 c 信濃 右 右 右
152 4 c 甲斐 右 右 なし
152 4 c 信濃 右 右 なし
152 17 c 伊豆 右 右 右
152 17 c 駿河 右 右 右
153 6 c 尾張 右 右 なし
153 23 c 駿河の国 右 右 右
153 24 c 遠江の国 右 右 右




155 21 c 近江 右 右 右
155 23 c 尾張 右 右 右
156 15 III c 信濃の国 六 六 右 六 右 六 右
156 17 c 武蔵の国 右 右 右




天草版平家 高野本 斯道本 竹柏園本 平松本
頁 行 巻 注 語句 巻 朱引 巻 朱引 巻 朱引 巻 朱引
3 15 I c 大唐 一 右〈異朝〉 一 右〈異朝〉 一 なし〈異朝〉一 なし〈異朝〉
3 15 c 日本 右〈本朝〉 右〈本朝〉 右〈本朝〉 なし〈本朝〉
4 13 c 但馬の国 なし 右 右 右







10 1 c 備前の国 なし 右 右 右







18 15 c 右大将 なし〈右〉 なし〈右〉 なし〈右〉 なし〈右〉
34 2 c 雲林院 二 なし 二 右 二 右 二 右









なし〈かの〉 なし〈彼ノ〉 なし〈彼〉 なし〈彼〉
55 13 c 備前 なし 右 右 右
56 13 c 備前 なし ― 右 ―
58 18 c 備前 なし 右 右 右
60 24 c 鬼界が島 なし 右 右 右
61 19 c 備前 なし 右 右 右
65 5 c 周防 なし 右 右 右




なし 右 右 右
68 8 c 胡国 なし 右 右 右
70 14 c 胡国 なし ― ― ―
74 22 c 九国 三 なし 三 右 三 右 三 なし
77 10 c 肥前の国 なし 右 右 右
77 20 c 備前 なし 右 右 右
94 15 II c 加賀の国 一 なし 一 右 一 右 一 右




































 （「物カハノ蔵人」に中線。斯道本巻第五，影印本 p. 318―6）
ユキノ浦ヨリ海士ノ小舟ニ乗リ玉ヒ
 （「ユキノ浦」に右傍線。斯道本巻第十，影印本 p. 592―9）
夫ヨリシテソ物カハノ蔵人ニハ被成ケルトカヤ









忠盛備前ノ守たりし時　　　 （「忠盛」に中線。高野本巻一，影印本 p. 6―2）
漢昭帝上林苑に御遊ありしに
 （「漢」「上林苑」に右傍線，「昭帝」に中線。高野本巻二，影印本 p. 172―1）





































































































対して書す」の末尾に，「f Fito. q Quan. c Cuni. t Tocoro, l. Tera narito xirubexi.」（f人。
q官。c国。t所，または寺なりと知るべし。）とある。天草版平家の本文中の語
句には，本文に使用されている文字よりもやや小さめの文字が，左肩に付され
ているものがある。巻頭序文の記述はこれらの文字が注記記号であることを説
明しており，例えば fと付されている場合，その語が Fito（人）であることを
意味している。
　この注記記号は翻字でも省略されることがほとんどで，日本語の研究対象と
して顧みられることは少なかったように思う。先行研究では，この注記記号を
どのように説明してきたのであろうか。
　天草版平家を世に紹介した新村出氏は，
緒言に次ぎて，人名，官名，国名及び地名等の標目を挙ぐ。f（Fito）人名
0 0
，q（Quan）
官名
0 0
，c（Cuni）国
0
名
0
，t（Tocoro, Tera）処
0
又は寺
0
の名なりと知るべしとなり。
かくて本文中，此等の名称の左肩に右の略字を印して識別に便す。
と，簡潔に説明している1）。
　福島邦道氏は，
序文の末尾に，f.「人」，q.「官」，c.「国」，t.「所，又は寺なりと知るべし」と
いう略号があるが，これは平家全巻に見られるものである。
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